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　新年を迎え、閉塞感

ただよう世の中を吹き

飛ばすような躍動を卯

年に願いましたが、日

本海側の地方を中心に

正月早々から続いた吹

雪と豪雪にほんろうさ

れた年の始まりであり

ました。

　各学校におかれましては、学年のまとめや新年

度の計画作成など、大変お忙しいこととお察しい

たします。

　さて、今年度最後の情報紙の発行となりますが、

平成２２年度の道へき・複連の三大事業である全道

へき地複式教育研究大会胆振大会、実践研究発表

大会、上川プレ大会が、全道のへき地・複式教育

に情熱を傾けて頑張る仲間に支えられ、予定通り

に終えることができました。これもひとえに関係

各位の皆様のおかげと、改めて感謝とお礼を申し

上げます。胆振大会は、第８次長計の２年次目と

して、実践研究を充実させ地域に根ざした教育活

動を創造するという研究の指標のもと、各会場校

ではふるさとに立脚した地域の風土と学校文化を

生かした実践が展開され、今後の研究に大きな示

唆を与えてくれました。また、本年��月に開催が

予定されています第��回全国へき地教育研究大会

北海道大会を見据えた上川プレ大会は、管内外か

ら多くの仲間が集い盛会裏に終え、本大会の成功

に向けた確かな研究の継続と関係者の熱意が感じ

られた大会でありました。実践研究発表大会は、

多くの会員の皆様が参加しやすいようにと、今年

度は金曜日開催としました。昨年度より若干多く

の参加者があったことから、次回も同様に開催し、

さらなる内容の充実と会員の皆様の実践の充実に

寄与していきたいと思っています。

　へき地級地の見直しにより、本年度の４月から

は新級地でのスタートとなり、級地が無くなった

学校、逆に上がった学校と影響はそれぞれあった

と思いますが、そこで瞳を輝かせて学びに取り組

む子どもたちに変わりはありません。連盟として

は、今後も改善に向けた各級段階の取組を通して、

各地区の声が反映されるよう努めていきます。

　最後になりますが、来年度は、北海道からス

タートした全国へき地教育研究大会の��回目とな

る北海道大会の成功に向けて組織として邁進して

いく所存ですので、今までと変わらぬ厚いご支援

とご協力をお願い申し上げます。
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